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	　議案第39号　日田市教育委員会教育長の任命について
　開会の挨拶

　　9月27日付け任命の新教育委員（合原多賀雄委員）の紹介を行う。

　挨拶

　議案第39号「日田市教育委員会教育長の任命について」を提案し、趣旨の説明を指示する。

本案は、前教育長の諌山委員が平成19年8月17日付けをもって退任したことに伴い、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第16条第2項の規定に基づき後任の教育長を任命するものである旨、説明する。

教育長の選任については、昨今の教育行政の困難さを考え、真剣に日田市の教育行政に取り組む気概のある委員を選任したい、また、そういう委員を選任しなければ日田市の教育行政の展望は描けない旨を述べる。

　異議なし
今々辞令を貰ったばかりだが、この話があった時からずっと考えてきたことがある。平成2年からずっと日田市は学力問題に取り組んできた。しかし、昨年の全県一斉試験を見ると小学校はまだしも、中学校が、なかなか成果が出ない。このままでは、来年度からの高校入試の全県一区制度に対しても不安がある。
校長を退職して3年間　教育センターに勤務したが、なかなか不登校の子どもの人数を減少させることができない現状である。伝統と文化を大切にした文教都市を目指すためには、教育委員会の組織も強いものにしなければならないし、学校の管理職マネージメント能力を高めなければならない。今は、腰の据わった教育行政が求められている。私は微力であったが、40年間教育に携わってきた。教育行政に携わるものに何が必要か、基盤となる資質は何か、厚かましい言い方になるが、自分はそれをある程度持っていると思っていると考える。出来れば、私の能力を使う機会を皆さんの同意で与えていただきたいと考えている。
合原委員から信念を開陳していただいたので、審議の都合上、合原委員の退席を求める。

　（合原委員　退席）

合原委員を教育長に選任することに再度意見を求める。

　合原委員の選任に異議なし。

　合原委員の着席を求める。
（合原委員　着席）
　全委員の同意により、合原委員を教育長に任命することに決する。
（議案第39号　議決）

発令（辞令交付）について説明する。
（辞令交付の準備）

委員長から辞令を交付する旨告げる。
辞令交付

就任の挨拶　自分の能力の限り職責を全うしたい。今後とも沢山の問題が出てくると考えるが、皆様方のお知恵とご協力をいただきたい。よろしくお願いします。
激励の言葉　教育界は、改革の時期であり、非常に重要な時期である。そういった節目の大変困難な時期に教育長に就任していただいた。合原教育長の人柄、識見をもって教育行政に尽力していただくようお願いしたい。
この後　午後2時から教育長就任式を行い、3時から定例教育委員会会議を開催しますので、よろしくお願いします。
委員会の終了を告げる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員会終了時刻　午前11時20分
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